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報 告 番 号 甲第１４８７号 氏  名 栗原 伴佳 
 論文題名 
Preoperative prediction of communication difficulties during awake craniotomy in 
glioma patients: A retrospective evaluation of 136 cases at a single institution. 
 
 研究目的 
  覚醒下腫瘍摘出術は、eloquent area の glioma 患者に対して術後の脳機能障害を最小
限にすべく、広く行われている。しかしながら、不適切な覚醒状態により腫瘍摘出時に神
経学的評価が困難な症例が散見される。今回我々は、glioma に対して覚醒下腫瘍摘出術を
行った患者において、術中不適切覚醒症例の術前の予測因子を検討した。         
 研究方法 
  当院で 2012 年 1 月から 2020 年 1 月までに覚醒下手術を施行した glioma 患者 136 例
を対象とした。患者を術中覚醒時の状態により、運動・言語機能評価が可能な適切覚醒群、
評価不可能な不適切覚醒群に分け、臨床的因子との関連を評価した。                                       
研究成績及び考察 
  適切覚醒群が 110 例、不適切覚醒群が 26 例であった。不適切覚醒群は、覚醒不十分
が 15 例、不穏が 6 例、術中けいれん発作が 5 例であった。多変量解析において、術前の
けいれん発作を伴う症例では不適切覚醒群が有意に少なく（OR, 0.23; 95% CI, 
0.06-0.89; p = 0.033）、左側病変の症例では有意に多かった（OR, 7.31; 95% CI, 
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切群に分け、臨床的因子との関連を評価した。適切群が 110 例、不適切群が 26 例であった。
不適切群は、覚醒不十分が 15 例、不穏が 6 例、術中けいれん発作が 5 例であった。多変量
解析において、術前のけいれん発作を伴う症例では不適切群が有意に少なく（OR, 0.23; 
95% CI, 0.06-0.89; p = 0.033）、左側病変の症例では有意に多かった（OR, 7.31; 95% CI, 
1.54-34.62; p = 0.012）。これらのリスク因子に関する理解はより適切な覚醒下手術の適応
患者の決定と、このような状況に対する術前の準備にもつながり、予後の改善が期待でき
ると考えられた。 
 
本研究は、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
